
　　　5/3に小学４年生～高校生を対象にハイキングへ行ってき

　　　ました！行き先は、平田村にある蓬田岳です。

　　　急斜面な所もありましたが、全員余裕でひょひょ～いと

　　　登っていましたΣ(゜ロ゜;)!!
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情緒を育む

児童養護施設は、子どもたちの生活の場です。児童養護施設運営指針には、「そこで暮らし、

そこから巣立っていく子どもたちにとって、よりよく生きること(well-being)を保障するもので

なければならない。（中略）社会的養護を必要とする子どもたちに「あたりまえの生活」を保

障していくことが重要であり・・・・」と、養育をしていくうえで大切なことが掲げられてい

ます。この「あたりまえの生活」とは？と思い浮かべてみると、単にスケジュール表のような

日常を考えたりしますが、その行動ひとつひとつに情緒が加わると、その日常が色づき、個人

の独特な「あたりまえ」になります。このそれぞれの「あたりまえの生活」をしていた人同士

が、おしゃべりをしたりアイコンタクトをとって話題を共有し友達になっていく。この時、情

緒が育っていないと、相手の気持ちが読み取れず友達がつくられない結果になってしまうかも

しれません。

数学者の岡潔（おかきよし1901.4.19-1978.3.1）氏は論理的学問と思われる数学者でありながら、

日本的情緒や情操教育の大切さを語り掛けていました。「数学のもとになるのは頭ではなく情

緒だ」「人の中心は『情』であって、情の根底は「人の心の悲しみを自分のからだの痛みのご

とく感じる心」すなわち観音大悲の心である」などの言葉を残しています。

子どもたちにとってより良く生きることを保障してあげることは、情緒が育まれるような生活

を提供することかもしれません。自然に囲まれた環境にある森の風学園は、それだけで情緒を

育ませていただいていると感じます。今、森の風学園入口付近のニッコウキスゲの黄色い花が

満開で、心を潤してくれています。

森の風学園 園長 熊田富美子



　　　5/5に森風マーケットが開催されました！

　　　たこ焼き、焼き鳥、ポテトチップス、タピオカ、素麺

　　　などなどの美味しそうなメニュー(*‘ω‘ *)💛

　　　そして、スーパーボールすくい・射的・魚釣り

　　　という楽しそうなゲームが準備されました♪

ある日の休日、担当している棟の女児から「一緒に片付けをしてほしい」と

頼まれました。しかし、片付けが大の苦手な私。しかし、断るわけにもいかず

「いいよぉ。」と苦手な気持ちを悟られないように返事をしました。頭の片隅

にある“片付けに関する情報”を引き出し、『今後も使うもの』『しばらく使わ

ない物』『完全に捨てる物』を分けるようにと、偉そうにアドバイスをしまし

た。それを何の疑いもなく実行する女児。先にも話しましたが、私は片付けが

苦手です。これであっているのか？と不安を感じる中、「また、一緒に片付け

してね。」と頼まれてしまいました。女児には“片付けが得意な職員”と映って

いるようです。女児の期待を裏切らないように情報をかき集めて今後もお手伝

いしようと思います。

【あとがき】

梅雨に入り毎日ジメジメですねぇ。洗濯物がなかなか乾かずお困りのご家庭も多いのではな

いでしょうか？洗濯物の下にクシャクシャにした新聞紙を敷いて置くと、湿気と臭いを吸い

取ってくれるようです。コップ1杯の重層もいいんだとか。お試しあれ～。

《広報担当 こばさん》

🐾
今日も楽しいお散歩に行ってき

たわん！

お散歩に行くと色んな色の缶を

拾うわん。僕は遊べるから嬉し

いけど、本当はポイ捨てってだ

めだよね・・・。

《社会福祉法人ゆめみの里ホームページ》

http://yumemi.or.jp/

スマホのカメラで

スキャンしてみて

もOK！📱


